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メモリーブック 
 

 

 

 
認知症の人々の記憶をサポートするメモリーブックを作成する手順の紹介です。 

 

メモリーブックは、認知症を患う方々にとって記憶サポートの一例です。人生における出来事を思い

出すのを助け、介護者にその人となりに関する貴重な情報を提供します。メモリブックは見当識の維

持、繰り返しの質問への対応、不安の軽減などに活用できます。理想的には、メモリーブックは、介

護施設に入る前の早い段階から、ご本人とご家族、または介護者と共に作成を始めるべきです。 

 

写真とその説明文で完成したメモリーブックは、認知症の人々の記憶を呼び覚まし、発話を促すのに

役立ちます。メモリーブックは、その人の人生（例えば、愛する人の名前や顔、過去にしたこと、楽

しかったこと、そして現在の生活、日々の活動、好き嫌いなど）を思い出すのに役立ちます。 

 

メモリーブックで使用する写真と文字のフォントは、読者がはっきりと見える大きさにする必要があ

ります。 

 

本のタイトルは「Let's Talk About Me（私のしをしましょう）」や「My Life Story（私の人生の物

語）」または「All About Me（私のすべて）」でも構いません。表紙には、ご本人の名前（本人が希

望する名前）を明記し、若い頃の写真と現在の写真の2枚を貼ってください。 

 

特に新しい介護者や面会中の家族は、ご本人と一緒にこの本を読むことをお勧めします。また、過去

の出来事やスケジュールについて質問する際には、詳細は本に記載されていることを優しく伝えてく

ださい。 

 

メモリーブックを作成するときは、次の点を考慮してください。 

• 家族や介護者は、ご本人と協力して共同で作成します。 

• 大切な写真の拡大コピーを作成し、それぞれの説明文を入手します。 

• メモリーブックはそれぞれに人にとって唯一無二の特別なものです。 

• 一人称で書きましょう。 

• 現在では、独自のメモリーブックを作成して印刷するのに役立つサービス、ソフトウェア、オン

ラインサイトがあります。 

 

 
書籍：認知症患者のための記憶とコミュニケーション支援（ミシェル・S・ブジュワ） 

 

ファイル: メモリーブック・テンプレート 
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ウェブサイトでは、私たちの基本原則（自尊心、自立、選択、有意義な関わり）を通して、ウェルビ

ーイングをサポートする方法をご紹介しています。各基本原則は、必須要素とともに概説され、家庭

や介護現場でこれらの原則を実践するための詳細なガイドラインが掲載されています。 

 

 
ガイドライン: 記憶サポートに関する情報とリソース 

 

 

 

 

https://mdda.montessori-ami.org/key-principles/self-esteem/memory-supports

